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乾　田　直播稲　の　育種　に　関す　る　試験

第1報　清　文　に　つ　い　て

末永審三・鈴木啓司
菅原　実・高島　優

（宮城県農試古川分場）

l t　えがき

電北地方化おける稲乾田底播栽培の実用化にとって．

苗立と初期伸長の確保吐最も重電を問題点の一つであり

簸者等吐これに関与する諸零園について，育種的立場か

ら調査左堰めているが．太報では生育初期の苗丈につい

て報告する・太調査は湛水をできるだけ早期にしかも障

害をともなわず忙かこをうためには．癌永適期といわれ

る4兼期頃までに．首丈のかな少長い品種が要求される

のではをいかとの観点から．苗丈の品種間差異と遺伝的

特性を明らかにし，長苗型と短苗型の組合せ育種におけ

る選抜資料をうるため1962年におこなったものである．

2　武獲方法及び括果

1　苗丈の品種間差異（その1）

第1表のととき東北地方並びに北海道地方の主要品種

を中心に50確を餞試し．俺肥量はJ当Nl n g・ア15

第1表　音丈の品種間差異（その1）

層 品 種系 統 名 首　 丈 償 品 種 系職 名 首　 丈

1 竜北 7 6 号
　 CI汀
8 ．6 2 6 斬　 6　 号

　 亡l汀
1 2 ．0

2 中 新 旭0 号 9 ．2 2 7 ヤ マテ ドリ 12 ．1

8 東北 7 3 号 9 ．4 2 8 び 系 5 2 号 1 2 ．1

4 C 9 ．4 2 9 A　　 C 1 2 ．1

5 ギ㌧′マサ リ 10 ．1 3 0 藤 坂 5　号 1 2 ．8

6 東北 7 4 号 1 0 ．1 8 1 電北 7 9 号 1 2 ．3

7 所　 2　 号 10 ．2 8 2 ト　ヨチ カ ラ 12 ．4

8 B　　 C 1 0 ．2 3 壬l 東北 8 0 号 1 2 ．5

9 B 1 0 ．3 8 4 A 1 2 ．5

1 0 ササ シ ク レ 10 ．4 8 5 A　　 B 1 2 ．6

1 1 越 路 早 生 10 ．6 8 6 B 8 1 1 1 1 a 1 2 ．6

1 2 東北 7 5 号 1 0 ．8 3 7 巴 ．t さ　 め 12 ．7

1 3 陸羽 2 0 号 1 1 ．0 8 8 集 休 1 7 号 1 2 ．7

1 4 亀　 の　 鳥 1 1 ．1 3 9 ハ ツニ シ キ 12 ，9

1 5 新　 7　 号 1 1 ．2 4 0 R a Z Z a 1 8 ．2

1 6 a　b　e 1 1 ．2 4 1 S t r i p O 1 8 ．2

1 7 ミ　　 ヨ　　 シ 1 1 ．4 4 2 みやとがねもち 1さ．2

1 8 紅　　　 光 1 1 ．6 4 3 A B　C 1 3 ．4

1 9 サ サ 三 三／キ 11 ．6 4 4 東北 7 7 号 1 8 ．5

2 0 陸羽 1 8 2 号 1 1 ．6 4 5 萄　　　 栄 18 ．6

2 1 チ ョ　ウ カイ 11 ．7 4 6 オ　 オ ト　 リ 1 8 ．7

2 2 所　　　 栄 1 1 ．8 4 7 ト　　 ワ　　 ダ 14 ．4

2 3 新　　　 雪 1 1 ．9 4 8 フ ジ ミ　ノ リ 14 ．6

2 4 農 林 2 1 号 1 1 ．9 4 9 房　　　 吉 1 5 ．5

2 5 農 林 4 1 号 1 2 ．0 5 0 A r t）0 1 1 0 1 6 ．9

g・ElO g，覆土の厚さ1‘オとし．4月17日（麦漬

軌）及び588日（乾凱）の2臥巾6Ⅶ，8　仰間5【

粒の密檻で一般佃Ⅷ喝に条播した・電文は楓の附着点か

ら最長秦身の先端までとし．4円17日輔は6日1日・

5888楢は6月各日に．それぞれ各品種3∩個体の苗

丈を軌雇した・

その結果6月1日と8日の測定値はかなり近似してか

少，その間の相関も極めて高かった（臣866＊祁）ので

弟1表には2回の平均値を示した・それによると8n毛

の品種の苗丈が18仰以下に分布し．オオトリ・トワダ

及びフジべノリがかな少良く，房吉・Arbolloの外国

稲が最も長苗であった・

2　首丈の品種間差異（その2）

長考型の育種母体として外国稲をふくむ更に広範咽の

品種群についセ探索する必零が考えられたので・（その

1）と同機の方法によ少．内外水陸稲217種を588日

に堵種して6月8日苗丈を判定した・その結果弟2表に

示されているように．フジミノリより更に長苗に属する

ものは凡て陸稲か外l卦稲に限られていることを認めた・

3．背丈と請形質との相関

次に．乾田状態における商丈の測定が作業上かなりレ）繁

雑さをともなうので．保温育苗した場合の苗丈．移植様式

による初期の草丈並びに発芽勢の大小から乾田状態の椚丈

が推定できないかとの考えから，第1嚢の50秒こついてそ

の背丈と（1）常法により室内育苗詩を使用した場合の椚丈．

（2）室内育苗器で育苗したものの本田移植後30日ノ）・中二丸

く3）72時間水浸し4月1＄日檻床した室温における発非勢日

日）との相関係数を昇山した．その結果は第3表A髄ノ）と

おりで，B側は外国稲と儒品種を除く44軌こついてノー汀Flも

値であり．B欄の発芽勢との相関を除くといずれJJl～

0．1％で統計的に有意であることが認められた．

4．雑椰矧胡における市史呵責伝力

前史形質の通伝的特性ゲ）一つとして．そノ）遣止りについ

て検討するため，5組介せの雑雑集団のF2及びF；lを．上．己

就験と同様の方法により規状態で育苗し，5月8日姉は6

月4日に両親50，F2．Fn100個体，6月8口価は6月29日に

両親100．F2．F。200個体の苗丈を測定し．Matherの端よに

ょり荷丈の遺伝力を罪出した．供訳組合せ及びその結果は
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第2表　苗丈の品種間差異＝その2）

ノ乾 品　 種　 系　 統　 名 蔚　　　 丈
′
品　 種　 系　 統　 名 雷　　　 丈

1 Ⅹ8J 白u　ノ尼 6 2 8 　 亡竹
2 0 ．7 1 6 ト　　 ワ　　 ダ （1打

15 ．7
2 ユ ニ′ジ　ョ　ン テ 一 千 18 ．6 1 7 陸 稲 農 林 帯 筋 号

15 ．4
3 A r bo l l o 18 ．5 1 8 R l ea r eu g e 15 ．4
4 陸 稲 農 林 儒 劫 号 18 ．2 1 9 北 海 18 2　号 1 5 ．2
5 E a Ou　 ノ拓 4 0 18 ．1 2 0 p i ノ乾　 3 1 5 ．0
6 Z e＝ユi t l 18 ．0 2 1 東　 北　 2 0　 号 15 ．0
7 陸 稲 農 林 15 号

17 ．1 2 2 オ　　 オ　 ト　　 リ 14 ．9
8 陸 稲 農 林　 怒 号 17 ．1 2 3 山　 田　 錦 14 ．9
9 陸 稲 農 林　 は 号 1 6 ．9 2 4 関　 東　 6 6　 号 14 ．9
1 0 H O n d．u la 8 16 ．8 2 5 膚　 獲　 愕　 3　 号

1 4 ．8
1 1 戦 捷 茨 城 1 号 16 ．7 比 農　 林　 1 7　 号 1 4 ．1
1 2 房　　　　　 吉 1 6 ．3 ク ノヽ　ツ　ニ　シ　キ 14 ．0
1 3 フ　 ジ　 ミ　ノ　 リ 16 ．1 ク 農　 林　 4 1　 号 13 ．3
1 4 陸 稲 鎧 林 10　号 15 ．8 ク 農　 林　 2 1　 号 12 ．2
1 5 凱 旋 茨 城　 2　号 15 ．8 ク サ サ　シ タ　レ 1 1 ．8

注　217枚のうち抽8‘遜以上のものについてのみ記載

弟き表　苗丈と諸形質との相関

喀 項　　　　　　 目
A 遇

1 苗 丈 ×室 内 育 苗等 苗 丈 0 ．7 14 ＊＊＊ 8 ．月0 6 ＊＊＊

2 苗 丈 ×初期 草 丈
0 ，5 7 6 ＊＊＊ 0 ．4 6 6 ＊＊

8 苗 丈 ×発芽 勢 （7 日） 0 ．4 7 1 ＊＊＊ ∩．2 8 8

第4天　　爵　丈

第4爽ハとぶりで・広義ハ遺伝力はF2で40～50％で大差は

ないか．狭義ハ遺伝力は外囲稲問では約30％と和、れ　外

r■臓と日本稲ハ都椰渠川では6．8～15．2％であった，

S・都経基野＝こおける初切華丈と成熟期請形質との相関

外国摘出有しり長吼　長軋，大粒等の諦形質のうち，長苗

の　遺　伝　刀
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形質のみを導入しようとする場合．口本稲とノ雑椰矧舶こ

おける荷丈とこれら諦形質との関係を明らかにしておく必

要がある．このため第5表のごとき3如合せのF2，F㍑各

100個の体秤長，槻長，籾長径を測定し苗丈と拙関J）l机、

本田移椚後30口の初期草丈との榊関係数を∴明確串紙によ

り推定した．その結果いずれの組合せについても相良が初

期輩丈と最も糾・相関を示し地衣がこれに次ぎ，籾長はは

最も低く有意性は認められなかった．

こご：目刺

宣‾「㌃

n・㍉18・9
6．8【11．2

第5表　初期草丈と成熟期諸形質との相関

組　合　　せ

房　　　吉

封　－　1

Ⅳ　一一16

R a228

房吉×Ⅳ－1

房吉×封－16

房吉X RaEZa

軽 石 稗 長

＿一一・・・．」＿

機　 長 籾 長 径

； P　　 O ・脚 一・0 ．16
1 0 ．0 6

′ 0 ．脚 0 ．王汀 ＊ 0 ．80

ク ■　 0 ・∞ 0 ．亜 0 ．位

r ク
I

0 ．83 0 ．a 0 ．4 2

蔦 】－ 0 ．5 1 ＊＊＊ － ！0 ．a

0 ．4 2 ＊＊ 0 ．2 4 0 ．2 4

F － 0 ．59 ＊＊ 0．5 1 ＊ 0 ．（p

F l 0 ．56 ＊＊＊ 0 ．お ＊ 0 ．1受 ＊＊＊

F l 0 ．42 ＊＊ 0 ．三好 ＊ 0 ．06

F a 0 ．59 ＊＊＊ 0 ．4 1 ＊＊＊ 0 ．24
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‡．考　　　察

肝丈が乾的正播蔵増の湛水時期を早める上で，どの程度

の役割を果すかについては種々議論のあるところであるが

弟一段階として苗丈の品種間差異を検討した本試験の撒朋

では・‾部の外国稲及び陸稲が著しく長く，この点からも

東棟材料として興味深い．また苗丈と保温育苗した場合の

古文並びに初期草丈との高い相関吼選抜対象集団の育苗

25

方jム及び選抜時期について一・つの示唆と与えると考えられ

る・如こ荷丈の遺伝力についてみると，外馴稲と用木稲と

の雑破集団においては非相加的分散が大きいれ鋏か－遺

伝力も農的形質としては糾、方で．選抜は比較的答易であ

ると推定される・しかし十かこおいて，間欠と錯長．穂長

との相関がかなり勘・ので一兵苗形質のみの導入には租当

の困難が予想され，育種方法，雑種集団の養成規模並びに

選抜時期については更に検討が必要である．


